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　特別支給の老齢厚生年金の受給者で、以下のどちらかの特例に該当する方は、65歳
に達するまで老齢厚生年金に「定額部分（国民年金の老齢基礎年金に相当）」と「加給
年金額（一定の要件を満たす配偶者や子がいる場合）」が加算されます。
　ただし、厚生年金の被保険者として働いている場合は、この特例による加算を受け
ることができなくなりますのでご注意ください。

特例に
該当すると……

●昭和36年4月1日以前の生まれの一般組合員の方、または昭和42年4月1日以前の生まれの特定消防組合員の方
　（退職時または60歳時点まで引き続き20年以上消防職員（消防司令以下）として在職している方）
●公務員として厚生年金保険に加入した期間が44年以上の方（短期組合員期間を除く）

●年金制度上の障害等級に該当する程度の障害の状態にある方
　（障害の状態については右記QRコード をご参照ください。）

　「マイナ手続きポータル」では、マイナンバーカードとスマートフォン等を利用して、組合員の皆さんそれ
ぞれの公務員共済期間に係る以下の情報を取得することができます。ただし、すでに老齢または退職の年金
を受給されている方、および老齢厚生年金の支給開始年齢に到達されている方は、当該情報を取得できません。

※年金見込額は、確認時点の就業状態、給与額、賞与額等を
ベースに、年金受給額等を試算しているため、実際の金額
と異なります。

●取得できる情報
　① 年金加入履歴・加入期間
　② 保険料納付済額
　③ 標準報酬月額等
　④ 年金見込額（※）

　⑤ 給付算定基礎額残高履歴

●「マイナ手続きポータル」を利用可能な方
　① 組合員
　② 組合員であった方
●ご利用時間
　24時間３６５日（サーバーのメンテナンス時を除く。）

●相談窓口（E-mailのみ）
　全国市町村職員共済組合連合会
　年金部年金企画課
　Mail：mypo_kiroku@shichousonren.or.jp 

　  一般組合員で、昭和34年4月2日から昭和36年4月1日までに生まれた方の場合

年金課　TEL 029-301-1414お 問 い 合 わ せ 先
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◉ 特例の支給イメージ
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検索全国市町村職員共済組合連合会


